
 

水質汚濁に係る環境基準の類型について 
 

１．類型とは 

水質汚濁に係る環境基準には、人の健康の保護に関する環境基準と生活環境の保全に関

する環境基準がある。前者については全公共用水域一律に定められているが、後者につい

ては公共用水域ごとに利水目的に応じた類型を指定することにより基準が適用される。 

 

○河川の水質汚濁に係る生活環境の保全に関する環境基準 

項目 基 準 値

利用目的の 水素イオン 生物化学的

適 応 性 濃 度 酸素要求量 大腸菌群数

 類型 (ｐＨ) (ＢＯＤ) (ＳＳ) (ＤＯ)

6.5以上 50MPN/

8.5以下 100mL以下

6.5以上 1,000MPN/

8.5以下 100mL以下

6.5以上 5,000MPN/

8.5以下 100mL以下

6.5以上

8.5以下

6.0以上

8.5以下

6.0以上

8.5以下

－

－

浮遊物質量 溶存酸素量

7.5mg/L以上

7.5mg/L以上

5mg/L以上

5mg/L以上

－Ｅ 10mg/L以下
ごみ等の浮遊が
認められないこと｡

2mg/L以上工業用水３級・環境保全

Ｄ 8mg/L以下 100mg/L以下 2mg/L以上
工業用水２級・農業用水及び

Ｅの欄に掲げるもの

Ｂ

Ｃ 5mg/L以下

25mg/L以下

50mg/L以下

3mg/L以下
水道３級・水産２級及び
Ｃ以下の欄に掲げるもの

水産３級・工業用水１級及び
Ｄ以下の欄に掲げるもの

ＡＡ

Ａ

25mg/L以下

25mg/L以下

1mg/L以下

2mg/L以下
水道２級・水産１級・水浴及び
Ｂ以下の欄に掲げるもの

水道１級・自然環境保全及び
Ａ以下の欄に掲げるもの

 

 

 

２．類型指定について 

環境基本法第 16条第２項の規定により、類型指定は２以上の都道府県の区域にわたる水

域については環境大臣が、それ以外の水域については都道府県知事が行う。 

香川県の場合、備讃瀬戸、燧灘東部は環境大臣が指定し、東讃海域、県内全河川は香川

県知事が指定する。 
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